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１．研究計画の概要 
森林の孤立化が島の生物多様性に及ぼす影
響の解明を目的としている．研究内容は， 
(1) 現在および過去の森林分布資料に基づく
“孤立化履歴の評価”， 
(2) 孤立化履歴が異なる森林を対象とした
“構造と更新力の評価”， 
(3) 植物群集およびアリ相を対象とした“多
様性の評価”，さらに 
(4) 上記 3 課題の総括による島嶼生態系での
“孤立化履歴の影響評価”の４課題からなる． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 現存する森林の分布情報の GIS 化，分光
反射特性による衛星写真からの植生区分． 
(2)孤立化履歴が異なる森林の構造と更新力
の調査，オキナワウラジロガシ(Qm)個体群の
更新特性調査． 
(3) Qm のマイクロサテライトマーカー開発，
アカネ科樹種の生育特性,主要種の肥大生長
特性,アリ相と植生の関連性を調査した． 
(4)最終年度での実施する． 
 
３．現在までの達成度 
全体の達成度は②おおむね順調に進展して

いる．理由は下記の4課題の評価による． 
(1) おおむね順調に進展している．植生区分

の大要が把握できた． 
(2) おおむね順調に進展している．森林構造

と更新特性の資料収集できたが，孤立化
履歴の定量評価が不十分である． 

(3) おおむね順調に進展している．予定した
資料がほぼ収集できている． 

(4) この課題は最終年に設定している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 過去の植生分布図を収集し GIS 化する．

衛星情報での解析精度を上げる． 
(2)空中写真情報と毎木情報との対照比較研

究を進める．成熟林での毎木再測定する． 
(3) 島外資料を活用し，徳之島の遺伝的特徴

の評価，アカネ科・アリ相調査の継続． 
(4) 3課題での結果を総括して孤立化履歴の

影響を解明する． 
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